
補正予算「これが聞きたい」……………………………………Ｐ２～Ｐ３
各常任委員会に付託された議案「これが聞きたい」…………Ｐ４～Ｐ５
賛否議案・意見書の紹介 ………………………………………Ｐ６～Ｐ８
議会報告会の結果報告 ……………………………………… Ｐ８～９
委員会研修報告及び活動報告 ……………………………………Ｐ10
一般質問（13名の議員が登壇）…………………………… Ｐ11～17
議会のうごき…………………………………………………………Ｐ17
編集後記 ……………………………………………………………Ｐ18

９月定例会 次回定例会は11月28日開会予定です。

（兵庫県小野市及び大阪府高石市で視察研修）

発行／佐賀県神埼市議会　佐賀県神埼市千代田町直鳥166－１　TEL0952－44－2082　編集／議会広報編集特別委員会

第32号

神埼市
議会だより

平成26年11月12日
2014年

目次

議会運営委員会視察研修



神埼市議会だより　第32号

2

補　正　予　算

一般会計　149億3745万円に
財
政
調
整
基
金
５
億
６
９
３
９
万
円
を
積
立

総
額
22
億
５
９
５
６
万
円
と
な
る

地
元
購
買
力
推
進
券
事
業
や

　
　

幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
金
な
ど

２
億
８
５
５
４
万
円
を
補
正

一
般

会
計

　

平
成
26
年
第
４
回
神
埼
市
定
例
会

は
、
９
月
５
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で

の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
23
件
で
、

そ
の
内
報
告
案
件
１
件
、
諮
問
案
件

１
件
で
あ
り
、そ
の
議
案
の
中
に
は
、

学
習
用
情
報
端
末
機
（
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
）
１
８
１
台
購
入
に
伴
う
財
産

の
取
得
を
行
う
も
の
。

　

神
埼
市
中
央
公
民
館
改
修
工
事
の

一
部
設
計
変
更
に
伴
い
請
負
契
約
の

締
結
を
行
う
も
の
。

　

平
成
26
年
度
神
埼
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
他
５

件
の
認
定
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。
決
算
認
定
の
審
査
に
つ
い

て
は
、
11
月
６
日
か
ら
11
月
14
日
ま

で
行
う
予
定
。
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
は
、
歳
入
歳
出
総
額
に

２
億
８
５
５
４
万
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
を
１
４
９
億
３
７

４
５
万
円
と
す
る
も
の
で
、
当
初
予

算
比
１
・
９
％
増
。
特
別
会
計
補
正

予
算
５
件
の
提
案
も
含
め
、
15
件
を

可
決
。
閉
会
中
の
継
続
審
査
６
件
を

議
決
し
、
９
月
24
日
に
閉
会
し
た
。

会　計　名 補　正　額 補正後の総額

一般会計 2億 8554 万円 149 億 3745 万円

特
別
会
計

国民健康保険 1億 3895 万円 41 億 8419 万円

国民健康保険診療所 371 万円 9094 万円

後期高齢者医療 125 万円 ３億 7812 万円

簡易水道 14 万円 362 万円

下水道事業 6057 万円 12 億 563 万円
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多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

 

（
旧
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払

　

交
付
金
事
業
）４

６
９
万
円

神
埼
市
地
元
購
買
力

　
　
　
　
　
　
　

推
進
券
事
業

７
５
０
万
円

神
埼
駅
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　
　
　
　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事

１
６
０
万
円

神
埼
市
身
近
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
（
ト
イ
レ
洋
式
化
）

　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
事
業

２
６
０
万
円

Ｑ　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

の
新
制
度
移
行
に
伴
う
81
集
落
の

う
ち
、
資
源
向
上
支
払
い
地
区
の

内
訳
は
。

Ａ　

神
埼
町
28
地
区
、
千
代
田
町
15

地
区
、
脊
振
町
８
地
区
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

と
地
域
協
働
推
進
事
業
の
区
分
は
。

Ａ　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

は
、
農
業
関
係
の
補
助
金
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
原
則
は

農
振
が
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

地
域
協
働
推
進
事
業
は
、
そ
れ

に
該
当
し
な
い
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
。
要
件
は
、「
市
道
に
認
定

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
」「
準
用
河

川
」
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
市
が
管

理
し
て
い
く
部
分
に
な
る
。

　
　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

Ｑ　
「
地
域
の
活
性
化
と
地
元
商
工

業
の
活
性
化
を
図
る
」
と
あ
る

が
、
小
売
店
に
還
元
で
き
て
い
る

の
か
。

Ａ　

商
品
券
の
販
売
を
年
末
に
す
る

こ
と
で
、
商
品
を
多
く
買
う
時
期

Ｑ　

卑
弥
呼
の
像
は
、
何
で
で
き
て

い
る
の
か
。
こ
の
補
修
を
し
て
ど

れ
位
も
つ
の
か
。

Ａ　

銅
合
金
で
、
銅
を
主
成
分
に
銅

と
鈴
の
合
金
で
出
来
て
い
る
。

　

今
後
も
10
年
お
き
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ　

県
か
ら
1
0
0
％
補
助
と
い

う
こ
と
だ
が
、
市
と
県
か
ら
同
じ

よ
う
な
補
助
が
あ
る
と
理
解
し
て

よ
い
か
。

Ａ　

ダ
ブ
ル
補
助
は
、あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
が
県
に
補
助
金
申
請
を
行
な

い
、
県
か
ら
市
に
補
助
金
い
た
だ

き
、
自
治
公
民
館
を
改
修
す
る
自

治
会
へ
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

多面的機能支払交付金事業の作業状況

卑弥呼の像

トイレ洋式化の改修箇所

に
発
行
し
て
市
内
で
買
い
物
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　

昔
か
ら
あ
る
小
売
店
の
活
性
化

も
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

Ａ　

市
内
の
大
型
店
と
小
売
店
の
購

買
差
の
縮
小
は
、
非
常
に
難
し
い

が
、
昨
年
は
市
内
１
５
７
店
舗
で

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
利
用
実
績

が
あ
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
聞
き
た
い
！

は
市
の
負
担
率
が
25
％
に
な
っ
て

い
る
が
、
地
域
が
取
り
組
ま
れ
る
に

は
、
協
定
を
結
ん
で
頂
い
て
計
画
に

基
づ
き
実
施
。地
区
の
負
担
は
な
し
。
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Q この条例に係る企業は何社あるのか、またどのような防災計画の策定になるのか。

A

面積が１万㎡以上の大規模な事業所が対象で、
神埼市では九州積水工業１社で、事業所で浸
水計画を策定するようになっているが、市と
して事業所にどういう防災設備が必要なのか、
水没の際にどういうものが教訓になり、どう
いう処置が必要なのか調査したい。

Q
太陽光発電及び風力発電設備を設けた場合に徴収となるが、神埼市で占用料が発生するの

はどこか。

A
大きなのり面や有明沿岸道路のような盛土工事をしているような場所に設置するケースが
想定されるが、神埼市にはそのような場所は見受けられない。

Q 小規模保育の認可はどこが審査を行うのか。

A 小規模保育施設の認可は市町で行う。

Q 国の予算確保ができていない状況で、市の条例制定が先行している。
この状況をどのように考えているか。

A 平成 27 年４月から施行となっています。予算については、平成 27 年 10 月から消費税
10％の検討がされています。今後、国で検討される。

《議案第52号》　（全員賛成）
神埼市地域防災計画に定める大規模工事等の用途及び規模を定
める条例の制定について

平成26年９月定例会（議案第52号～60号）

《議案第57号》　
神埼市道路占用料徴収条例の一部改正について

《議案第54号》　（賛成多数）
神埼市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の制定について

各常任委員会のＱ＆Ａ

総務常任委員会

産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会

九
州
積
水
工
業
㈱
の
全
景
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Q
家庭的保育事業は、どのような形態の保育になるのか。家庭的保育士はどのような資格を

持った人が保育を実施するのか。

A
家庭的保育は、５人以下の保育形態で、資格としては、保育士の免許は必要な市長が行う
研修を受講することになっている。

Q 今回の条例制定によって、現在の放課後児童健全育成事業で改善すべきものがあるか。

A
放課後児童クラブは、国の基準を基に神埼市の実施要項に基づいて実施しており特に改善
すべきものはない。

Q
神埼市では保育の認定基準について、保護者は１ヶ月に 60時間以上労働することを規定

しているが、国は 48時間を基準としているが参考にすべきではないか。

A
市においては、最低の就労時間として、週に 15 時間の４週を基準として１日３時間のパー
トと最低賃金を掛け合わせ４万円と少しの収入となり、そのくらい働かないと子どもを預
ける意味合いが少ないと判断し、60 時間としている。

《議案第55号》　（賛成多数）
神埼市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の制定について

《議案第58号》　（全員賛成）
神埼市放課後児童健全育成事業の設備運営に関する基準を定め
る条例の制定について

《議案第56号》　（全員賛成）
神埼市保育の必要性の認定基準を定める条例の制定について

各常任委員会のＱ＆Ａ
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原　
　

信
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片
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果結決議号番案議
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×
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憲
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昭
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西
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○
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義
文

○

永
沼　
　

彰

果結決議号番案議

可決

可決

議案第54号

議案第55号

賛否一覧表

賛否一覧表

※議案について、賛成・反対の双方があった場合のみ表示しています。

※議案について、賛成・反対の双方があった場合のみ表示しています。

賛否があった議案を紹介します。
議案第54号　神埼市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
　　　　　　　運営に関する基準を定める条例の制定について

議案第55号　神埼市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
　　　　　　　を定める条例の制定について

　今回の条例の制定は、来年４月から実施される子ども・子育て支援制度に伴う子ども・子育
て関連３法案に基づく条例制定でありますが、平成 26 年内閣府で第 39 号特定教育・保育施設
及び特定地域型保育事業の運営に関する基準に基づいて今回の条例がつくられています。
　しかし、市町村が責任をもって保育を行ってほしいという保護者の運動、あるいは施設関係
の運動が実って児童福祉法第 24 条が残っています。この第６条の３で、この「子ども」に該
当する「小学校就学前子どもに該当する支給認定子どもの総数が、当該特定教育・保育施設の
同項第２号又は第３号に掲げる小学校就学前子どもの区分に係る利用定員の総数を超える場合
においては、支給認定に基づき、保育の必要の程度及び家庭等の状況を勘案し、保育を受ける
必要性が高いと認められる支給認定子どもが優先的に利用できるよう、選考するものとする。」
で、ここに市町村という言葉がありません。定員総数を超えた場合には、保育所が入所を選考
します。今回の条例と現状とは違うということを意味していて、児童福祉法第 24 条があるな
らば、市町村が責任を持って選考するという文言を入れるべきであり、そうでなければ、現状
とはそぐわないということを指摘して反対討論とします。

　現状から見た場合について、神埼市の保育園、幼稚園、全ての園舎で給食をつくって配食し
ており、子供たちにはアトピー、あるいは食物アレルギーがある中で、自園でするのが最適です。
しかしながら、今回の条例制定では、食事の提供の特例で利用乳幼児に対する食事の提供につ
いて、自園以外の特定の施設、搬入施設、こういったものを持って家庭的保育事業所等に搬入
する方法により行うことができるということで、現行から後退をする。
　もう１点、家庭的保育事業、小規模事業所等の保育士の問題、保育士については、国家試験
の保育士ではなくて、市町村が定める研修を受けた家庭的保育士による、非常に曖昧な認定で
保育がなされている。責任はいったいどこが取るのかという問題も含めて、反対討論といたし
ます。

反対討論（佐藤知美議員）

反対討論（佐藤知美議員）
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否決

否決

意見書第９号

意見書第８号

賛否一覧表

賛否一覧表

※意見書について、賛成・反対の双方があった場合のみ表示しています。

※意見書について、賛成・反対の双方があった場合のみ表示しています。

賛否があった意見書を紹介します。
意見書第８号　佐賀空港の「軍事基地」化に反対する意見書（案）

意見書第９号　佐賀空港へのオスプレイ配備についての情報開示と配備
　　　　　　　には県民の理解を前提とするよう強く求める意見書（案）

　佐賀空港利用に関し、自衛隊導入予定のオスプレイ 17 機、目達原駐屯地へのヘリ 50 機移駐、
米軍普天間基地の移設実現までの暫定的使用、そういう国の考え方がしめされました。
　私は、国からの説明を受けて佐賀県が大いに考慮すべきこと、次の２点を挙げて、意見書採
択に反対するものです。第１点、日本の安全保障上、大きな負担を担ってきた沖縄の基地負担
軽減に対する協力に大きな期待があり、これに応えることも考慮すべき。
　第２点、佐賀空港の新たなる利活用策たり得ること。また、その経済的効果に対し、歓迎の
声が数多くある事実も考慮すべきである。

　今、佐賀県、また佐賀市、そして近隣の自治体、その関係団体が慎重審議されており、こういっ
た内容につきましては、今後、明確な説明、そして情報開示がされると私は思っております。
　この経過については、さまざまな媒体、例えば、新聞、テレビ、いろんな形で皆様のほうに
お知らせというか、情報開示がされていると私は思っております。
　そういった中で、この近隣自治体である神埼市は、もっとその動向をしっかりと見据えて、
それからでもこういった意見書の提出は決して遅くはないと思っております。今後、しっかり
とした動向、これを見きわめた上で私は判断をするべきということを思いまして、反対の討論
とさせていただきます。

　今回のオスプレイ、自衛隊ヘリ 67 機の配備については、全国的に見ても千葉県木更津、沖
縄の普天間に次ぐものであり、このような軍事基地を今の県営空港につくろうとしているここ
に大きな問題がある。
　反対討論で沖縄の負担軽減が言われましたが、沖縄の元自民党県議会議長の仲里さんが佐賀
に来られ講演があり、「負担軽減どころか、より一層沖縄の苦しみ、そして住民のあの被害を
佐賀空港、佐賀近辺にもたらすものになる。何ら沖縄の負担軽減になることはない」と明言さ
れています。
　次に、新たな利活用と言われましたが、70 機近くのオスプレイ、自衛隊機が訓練を行えば騒
音の問題、飛行機燃料の漏れなど有明海の海苔漁業の被害も想定されていることを述べて賛成
討論とします。

反対討論（田原和幸議員）

反対討論（白石昌利議員）

賛成討論（佐藤知美議員）
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平成 26 年度神埼市議会
議会報告会を開催しました
～ご参加ありがとうございました。～

座長　廣瀧　恒明　　副座長　田原　和幸　　事務局長　白石　昌利

脊振会場

神埼会場

千代田会場

報告会事務局

神埼市民の願いを意見書にして国に届ける
意見書第４号　「手話言語法」制定に求める意見書（全員賛成）
意見書第５号　参議院選挙制度改革に対する都道府県単位の制度を堅持することを求める意見書（全員賛成）
意見書第６号　農業・農協改革に関する意見書（全員賛成）
意見書第７号　城原川の治水対策・方針の早期決定を求める意見書（全員賛成）
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会　場 日　　程 出席議員

脊振会場 平成 26 年８月 26 日 西原・宮地・中野・廣瀧・木原・佐藤

神埼会場 平成 26 年８月 27 日 藤瀬・野口・野副・田原・山田・福田

千代田会場 平成 26 年８月 28 日 簑原・白石・原口・松本・片江・原

※永沼議長・山口副議長、報告会事務局は全会場出席

　

８
月
26
日
（
火
曜
日
）
脊
振
公
民

館
を
皮
切
り
に
、
８
月
27
日
（
水
曜

日
）
神
埼
庁
舎
３
―
３
会
議
室
、
８

月
28
日
千
代
田
庁
舎
２
―
２
会
議

室
、
３
地
区
で
開
催
い
た
し
ま
し
た

議
会
報
告
会
に
市
民
多
数
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と

う
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
議
会
か
ら

は
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

及
び
神
埼
市
の
主
要
施
策
に
つ
い
て

の
説
明
後
、
参
加
頂
い
た
皆
様
か

ら
、
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
や
、
市

に
対
す
る
ご
提
言
等
を
多
数
頂
き
ま

し
た
。

　

議
会
報
告
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

も
、
ご
協
力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
報
告
会
は
、
初
め
て

の
開
催
で
地
区
外
に
出
席
す
る
こ
と

で
、
各
町
が
抱
え
る
諸
問
題
を
各
議

員
が
把
握
す
る
こ
と
、
議
会
に
対
す

る
市
民
皆
様
の
見
方
や
、
ご
意
見
を

伺
う
事
を
目
的
と
し
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
参
加
下
さ
い
ま
し
た
皆
様

方
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
参
考
に
さ

せ
て
頂
き
ま
し
て
今
後
の
議
会
活
動

や
市
に
対
し
て
の
要
望
等
々
、
質
問

を
通
じ
て
実
現
さ
せ
て
い
く
よ
う

に
、
議
会
と
し
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
回
の
報
告
会
は
平
成
７
年
度
に

今
回
の
報
告
会
で
の
ご
意
見
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
参
考
に
し
て
開
催

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◎
多
く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
の
な
か

の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

①
脊
振
会
場　

空
室
対
策
・
葬
祭
公

園
・
土
砂
災
害
対
策
・
脊
振
の
現
状

（
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
、
河
川
流
木

対
策
、
過
疎
化
対
策
）

②
神
埼
会
場　

菱
焼
酎
（
栽
培
・
収

穫
）・
葬
祭
公
園
関
係
・
土
砂
災
害

対
策

③
千
代
田
会
場　

小
中
学
生
医
療
費

助
成
・
菱
焼
酎
（
栽
培
）・
中
心
市

街
地
整
備
・
ダ
ム
関
係
・
市
営
住
宅

関
係
・
千
代
田
の
現
状
（
少
子
化
・

ク
リ
ー
ク
・
堤
防
歩
道
の
除
草
）
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議会運営委員会行政視察研修委員長報告

神
埼
市
議
会
の
新
た
な
審
議
方
法

に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
深
め

議
会
改
革
に
繋
げ
て
い
く
視
察
研

修
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修

成
果
を
活
か
し
、『
議
会
活
性
化

と
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
た
』

議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

も
、
議
会
活
性
化
及
び
議
会
改
革

に
取
り
組
ま
れ
、
実
績
を
積
み
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
予
算
や
決

算
の
審
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
も

単
に
短
期
間
化
や
簡
略
化
で
は
な

く
、
審
議
の
活
性
化
や
審
議
結
果

（
認
定
の
時
期
）
に
も
配
慮
さ
れ

て
お
り
、
市
民
感
情
も
意
識
し
た

線
で
の
審
議
結
果
の
公
表
（
採

決
）
を
見
据
え
た
取
り
組
み
と
し

て
、
検
討
す
べ
と
考
え
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

次
に
、
大
阪
府
高
石
市
議
会
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
議
会
運
営
及
び
委

員
会
運
営
に
つ
い
て
を
研
修
テ
ー

マ
と
し
て
、
①

一
般
質
問
通
告

書
、
②
予
算
及

び
決
算
の
審
査

方
法
、
③
一
般

質
問
（
時
間
配

分
や
質
問
）
に

つ
い
て
の
取
り

組
み
を
伺
い
ま

し
た
。
一
般
質

問
通
告
書
に
つ

い
て
は
、
議
案

数
が
多
く
な
る

３
月
や
９
月
の

定
例
会
で
の
質

問
者
数
で
は
二

桁
の
数
の
実
績

が
あ
り
、
議
会

内
で
の
活
発
な

議
論
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
市

議
会
に
お
い
て

　

去
る
８
月
18
日
・
19
日
に
、『
議

会
活
性
化
と
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。』

　
『
議
会
運
営
及
び
委
員
会
運
営

に
つ
い
て
。』
を
、
重
点
事
項
と

し
て
、
兵
庫
県
小
野
市
議
会
と
大

阪
府
高
石
市
議
会
を
訪
問
し
て
視

察
研
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
ず
、
兵
庫
県
小
野
市
議
会

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

研
修
内
容
は
、
議
会
活
性
化
と

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
を
視
察
テ
ー
マ
と

し
て
、
①
議
会
改
革
・
議
会
の
活

性
化
、
②
議
会
運
営
及
び
一
般
質

問
、
③
情
報
の
共
有
・
公
開
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
し

た
。決
算
審
議
の
議
会
改
革
で
は
、

藤
本
小
野
市
議
会
議
長
が
『
そ
こ

が
一
番
大
き
な
改
革
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
承
認
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
議
会
も
一
緒
に

や
っ
て
い
る
と
い
う
姿
勢
が
非
常

に
大
切
か
と
思
い
な
が
ら
見
て
お

り
ま
す
。』
と
述
べ
ら
れ
た
、
平

成
22
年
度
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い

る
決
算
研
修
会
等
の
あ
り
方
が
、

神
埼
市
議
会
に
お
い
て
、
市
民
目

白
石　

昌
利　

委
員
長

神戸新聞（2014 年８月 19日）に
神埼市議会訪問が記事掲載される。
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市政を問う！《市民の声を》

一般質問

一般質問

藤瀬　光正

白石　昌利

市の基本計画に
ついて～今後の
神埼市の方向性
は

千代田中学校の
グランド整備は
急務

吉
野
ヶ
里
町
、
佐
賀
市
と
の
合

併
協
議
の
進
捗
は
ど
う
か
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
。
住

宅
施
策
を
推
進
し
、
成
果
に
つ

な
が
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の

施
策
・
実
施
が
必
要
で
は
。

い
い
政
策
を
や
れ
ば
人
口
は
増

え
る
。
他
市
と
の
格
差
を
生
み

出
し
、
住
み
た
い
と
思
わ
れ
る

魅
力
あ
る
市
に
す
る
政
策
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

太
陽
光
発
電
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。
千
代
田
町
の
公
有
水
面

の
利
活
用
と
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
の
考

え
に
つ
い
て
。

脊
振
の
遊
休
地
に
設
置
し
た
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
将
来
的

な
撤
去
を
含
め
て
事
業
者
と
責

任
あ
る
協
議
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

合
併
に
お
け
る
首
長
の
権
限
は

大
き
い
。
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
行

政
の
省
力
化
を
念
頭
に
置
き
、

精
力
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

千
代
田
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
は
、

少
々
の
雨
量
が
あ
っ
て
も
水
捌は

け

が
よ
く
、
利
活
用
に
支
障
を
来
す

こ
と
が
少
な
い
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
利
用
者

に
大
変
喜
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近

グ
ラ
ン
ド
東
側
の
水
捌
け
が
悪
く
、
体
育

の
授
業
は
も
と
よ
り
部
活
動
、
地
域
行
事

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
現
状
が
有
る
為
、

グ
ラ
ン
ド
整
備
の
改
善
は
急
務
で
あ
る
。
今

後
の
整
備
計
画
等
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

九
州
及
び
、
全
国
大
会
を
誘
致
で

き
る
様
々
な
運
動
施
設
の
拡
充
と

整
備
に
つ
い
て
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
積
極
的
に
誘
致
・
開

催
を
し
て
、
国
際
・
国
内
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
又
、

ご
み
処
理
の
現
状
と
し
て
、
取

り
組
ま
れ
て
い
る
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
は
、「
維
持
管
理
又
は

設
置
場
所
の
確
保
が
困
難
」、「
利
用
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
」、「
集
積
場
へ
の
不
法
投
棄
」

等
が
あ
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
利
用
者

の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
等
が
あ
る
。
対
策
と
し

て
、
市
は
地
域
と
連
携
し
マ
ナ
ー
向
上
の

啓
発
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
必

要
性
を
感
じ
る
が
そ
の
考
え
を
伺
う
。

「
民
生
委
員
協
力
員
」
制
度
又
は
、

サ
ポ
ー
ト
制
度
の
導
入
な
ど
を

提
案
し
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

吉
野
ヶ
里
町
に
今
年
度
中
に
正
式

に
打
診
し
た
。

合
併
特
例
債
の
期
限
を
踏
ま

え
、
早
め
に
結
論
を
出
し
て
い

き
た
い
。

ま
ず
は
雇
用
の
場
の
創
出
。
企

業
誘
致
を
推
進
し
、
住
宅
政
策

に
つ
い
て
も
そ
の
中
で
必
要
が

あ
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
の
要
因
と
し
て
は
少

子
・
高
齢
化
の
進
行
と
就
業
、
雇

用
の
場
の
確
保
が
課
題
と
認
識

し
、
こ
れ
か
ら
の
対
策
を
進
め
る

こ
と
で
定
住
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
住
宅

政
策
に
つ
い
て
は
現
在
実
施
し
て
い
な
い
。

総
合
計
画
に
掲
げ
て
い
る
環
境
共

生
型
社
会
の
構
築
に
向
け
、
費
用

や
構
造
上
の
問
題
を
総
合
的
に
勘

案
し
な
が
ら
進
め
た
い
。
ま
た
ク

リ
ー
ク
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
今
後
、
先

進
事
例
等
に
よ
り
研
究
を
行
い
た
い
。

事
業
者
と
は
誠
意
あ
る
業
務
の

履
行
を
前
提
と
し
て
契
約
を
締

結
し
て
い
る
。
議
員
の
ご
心
配

な
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
な
い
よ

う
申
し
入
れ
は
し
て
い
き
た
い
。

グ
ラ
ン
ド
東
側
の
水
捌
け
が
悪

い
と
こ
ろ
の
対
策
は
、
表
土
を

入
れ
替
え
る
必
要
が
あ
る
。
梅

雨
時
期
、
運
動
会
の
時
期
を
避

け
た
、
９
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
工
事
を
始
め

る
予
定
で
あ
る
。

全
国
規
模
の
大
会
誘
致
は
大
い

に
呼
び
か
け
、
実
施
し
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
、
勇

気
を
与
え
、
そ
し
て
技
術
向
上
の
為
に
も

誘
致
・
開
催
は
非
常
に
前
向
き
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。

課
題
克
服
の
為
に
、
利
用
者
の
マ

ナ
ー
向
上
や
啓
発
を
大
き
な
目
標

と
し
て
、
処
理
場
と
強
い
連
携
を
保

ち
、
地
区
ご
と
の
広
報
広
聴
に
努
め
て
い
く
。

民
生
委
員
さ
ん
の
意
見
等
を
拝

聴
し
な
が
ら
制
度
導
入
を
分

析
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
松永総務
企画部長

A

市長

A

市長

A
総務企画
部長

A
総務企画
部長

A

市長

A
平方
教育部長

A

市長

A
高平市民
福祉部長

A
園田福祉
事務所長

そ
の
他
の
質
問

・
ス
ポ
ー
ツ
公
園
・
葬
祭
公
園
整
備
に
つ

い
て
。
野
球
場
建
設
は
。

九
州
及
び
全
国
大
会
の
誘
致
と
実
施
整
備

民
生
委
員
協
力（
補
助
）委
員
制
度
の
構
築

ご
み
集
積
場
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

方
式
）
利
活
用
の
マ
ナ
ー
向
上

各
種
の
全
国
大
会
や
合
宿
の
誘
致
活
動
を

支
援
し
、
青
少
年
を
は
じ
め
協
議
レ
ベ
ル
の

向
上
に
寄
与
す
る
為
に
、
運
動
施
設
の
拡
充

と
整
備
が
必
要
だ
が
そ
の
考
え
を
伺
う
。
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千
代
田
地
区
に
大
豆
の

　
　
調
整
乾
燥
施
設
建
設
を

一般質問

一般質問

福田　淸道

宮地　　明

市
の
こ
れ
ま
で
の
企
業
誘
致

は
、
特
に
地
域
農
業
と
の
連
関

が
な
く
、
地
域
経
済
循
環
の
観

点
か
ら
は
反
省
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
。
千

代
田
東
部
地
区
は
現
在
人
口
減
少
が
続
い

て
い
る
が
、
国
道
３
８
５
号
線
を
生
か
し

た
町
づ
く
り
に
取
り
組
め
ば
大
い
に
発
展

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
市
の
考
え

は
。

政
府
は
今
後
５
年
間
で
減
反
政

策
を
止
め
、
国
民
の
主
食
で
あ

る
米
の
生
産
政
策
を
放
棄
し

た
。
こ
れ
ほ
ど
無
責
任
な
態
度

は
な
い
、
ど
こ
の
国
で
も
国
民
の
主
食
の

安
定
的
な
確
保
政
策
は
国
の
基
本
政
策
で

あ
る
。
し
か
し
米
過
剰
の
中
、
転
作
も
必

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
豆
作
付
面
積

が
増
え
、
現
在
の
神
埼
町
に
あ
る
施
設
で

は
乾
燥
調
製
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
。

　

千
代
田
町
地
区
に
も
施
設
が
新
た
に
必

要
と
思
う
、
市
の
考
え
は
。

国
民
保
険
税
の
所
得
割
に
累
進

課
税
的
に
定
率
を
か
け
る
ん

じ
ゃ
な
く
て
、
そ
れ
を
だ
ん
だ

ん
所
得
が
多
く
な
る
ほ
ど
率
を

多
く
す
る
と
い
う
ふ
う
な
か
け
方
は
で
き

る
の
か
。

最
終
的
に
は
国
会
に
な
り
議
会

な
り
、
例
え
ば
こ
こ
の
市
議
会

で
議
論
し
て
い
く
中
で
、
そ
れ

で
法
律
な
り
、
で
き
上
が
っ
た

ら
そ
れ
で
決
ま
る
こ
と
で
は
な
い
で
す

か
。

国
保
が
赤
字
と
い
う
け
ど
、
こ

れ
は
、
民
主
主
義
の
社
会
で
は

議
会
を
通
じ
て
、
医
者
と
製
薬

会
社
と
か
、
そ
こ
の
取
り
分
を

減
ら
す
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で

し
ょ
う
。

施
設
整
備
が
必
要
と
な
っ
た

ら
、
農
家
所
得
の
安
定
を
図
る

た
め
に
も
必
要
な
施
設
整
備
を

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
準

備
し
、
補
助
事
業
等
に
対
応
で
き
る
よ
う

準
備
し
て
い
く
。

国
道
３
８
５
号
線
沿
い
と
い
う

交
通
利
便
性
の
良
さ
と
併
せ

て
、
農
作
物
の
生
産
に
優
れ
た

地
域
で
あ
る
特
色
を
最
大
に
生

か
せ
る
よ
う
、
食
料
品
製
造
業
も
優
先
順

位
の
高
い
業
種
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。
地
域
と
の
関
連
性
の
あ
る
業
種
を
誘

致
す
る
こ
と
は
、
農
業
就
業
者
の
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
若
者
の
定
住
促
進
に
も

寄
与
す
る
ほ
か
、
農
商
工
産
業
連
携
に
よ

る
経
済
循
環
を
生
み
、
相
乗
効
果
を
引
き

出
す
も
の
と
考
え
、
最
良
の
企
業
を
誘
致

し
て
い
け
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

応
能
割
と
し
て
所
得
割
を
50
％
、

応
益
割
と
し
て
被
保
険
者
数
に

係
る
均
等
割
を
35
％
、
世
帯
に

係
る
平
等
割
を
15
％
と
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

お
金
が
所
得
的
に
少
な
く
な
っ

た
人
に
対
し
て
は
、
均
等
割
で

７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減
を

行
う
こ
と
で
、
全
て
の
方
が
国

民
健
康
保
険
税
を
納
め
る
よ
う
な
形
で
こ

れ
ま
で
動
い
て
き
て
お
り
ま
す
。

国
の
診
療
報
酬
額
と
い
う
の

は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
決
定
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

市
と
し
て
は
そ
う
い
う
特
別
会

計
の
中
で
、
適
正
な
診
療
―
医

療
費
が
増
額
し
な
い
よ
う
に
、

予
防
な
り
、
い
ろ
ん
な
対
策
を

や
り
な
が
ら
適
正
な
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
を
行
な
う
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

診
療
報
酬
の
単
価
の
問
題
に
つ
い
て
は
国

の
ほ
う
が
そ
の
全
て
を
全
体
の
中
で
考
え

て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
市
と
し
て
は
国
民

健
康
保
険
の
特
別
会
計
の
中
で
適
正
な
運

用
を
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
御
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
田中農政
水産課長

A
松永総務
企画部長

A

市長

A

市長

A

市長

A

市長

国保窓口

南部工業団地は
地域農業の発展
につながる企業
誘致を

国民健康保険税
に応能の原則は
どう反映されて
いるか
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神
埼
市
内
の
健
康
診
断
の

　
　
　
　
　
受
診
率
の
状
況

神
埼
市
　
四
か
条
の
誓
い
の
周
知
は

現
在
、
佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
に

業
務
移
管
し
、
年
次
計
画
を
立
て

順
次
整
備
を
し
て
い
る
。
事
故

が
な
い
よ
う
早
急
な
対
応
の
発
言
を
す
る
。

A

市長
一般質問

一般質問

野副　 昭

松本　軍二日
本
再
興
戦
略
に
お
け
る
「
国

民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
」
の

テ
ー
マ
の
な
か
予
防
健
康
管
理

の
推
進
と
し
て
、
27
年
度
か
ら
の
目
標
に

指
針
も
改
正
さ
れ
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

が
策
定
さ
れ
、
市
の
導
入
計
画
は
。

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
健
康
寿

命
を
延
ば
す
事
は
、
高
齢
者
の

喜
び
で
も
あ
り
、
医
療
費
の
抑

制
に
も
繋
が
り
機
能
低
下
防
止
策
と
し

て
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
判
定
に

よ
り
、
要
介
護
予
備
軍
と
な
っ
た
対
象
者

へ
「
現
事
業
へ
の
参
加
」
を
勧
奨
す
る
も
、

集
団
へ
の
参
加
を
拒
む
人
も
多
く
対
象
者

の
85
％
は
不
参
加
の
状
態
で
あ
り
、
予
備

軍
の
予
防
の
為
に
、
柔
道
整
復
師
会
を
神

埼
市
介
護
事
業
へ
の
参
入
を
提
案
す
る
。

高
齢
者
と
は
対
極
に
あ
る
少
子
化

対
策
と
し
て
、
産
前
産
後
の
ケ
ア

体
制
の
整
備
案
と
し
て
「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
制
度
」
の
創
設
に
つ
い
て
。

医
療
費
通
知
は
国
の
指
導
に
よ

り
、
医
療
費
適
正
化
対
策
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療

費
が
増
大
す
る
な
か
通
知
す
る
こ
と
に
よ

り
費
用
対
効
果
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
把
握

さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
寿
命
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
。

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
年
齢

と
そ
の
差
に
つ
い
て
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

こ
の
計
画
は
、
医
療
保
険
者
に

よ
る
予
防
・
健
康
管
理
を
推
進

す
る
事
に
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
保
険
事
業

を
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
年
度
中
に

計
画
の
策
定
に
努
め
る
。

神
埼
町
と
千
代
田
町
の
上
水
道

は
、
市
内
全
体
で
96
％
以
上
の

給
水
普
及
率
で
あ
る
。
簡
易
水

道
は
１
１
０
戸
の
給
水
で
、
井

戸
水
利
用
が
５
９
８
戸
で
あ
る
。

神
埼
市
内
の
水
道
事
業
に
つ
い

て
、
上
水
道
は
東
部
水
道
企
業

団
が
運
営
し
、
市
営
の
簡
易
水

道
と
し
て
、
脊
振
町
の
一
部
で

給
水
し
て
い
る
。
脊
振
町
の
そ
の
他
は
井

戸
水
利
用
で
あ
る
。
老
朽
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
企
業
団
が
事
業
計
画
を
立
て
進
め

て
い
る
。
簡
易
水
道
は
、
企
業
団
の
技
術

過
去
３
年
間
は
、
全
体
の
30
％

台
、
神
埼
市
は
佐
賀
県
下
10
市

10
町
の
17
番
目
の
受
診
位
置
に

あ
る
。

日
常
的
に
介
護
を
必
要
と
せ

ず
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

生
存
期
間
で
あ
る
。

健
康
寿
命
は
男
性
が
約
70
歳
、

女
性
が
約
73
歳
で
あ
る
。
平
均

寿
命
は
、
男
性
が
約
79
歳
、
女

性
が
約
86
歳
で
差
は
10
歳
前
後

に
な
っ
て
い
る
。こ
の
差
が
拡
大
す
れ
ば
、

健
康
な
状
態
で
な
く
、
寝
た
き
り
な
ど
の

状
況
が
長
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
医
療
費

や
介
護
費
の
増
加
等
に
つ
な
が
る
。
早
期

発
見
、
早
期
治
療
の
為
に
も
健
康
診
断
の

受
給
率
向
上
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
学
校
や

家
庭
で
学
ぶ
べ
き
も
の
で
あ

る
。

被
保
険
者
に
健
康
や
医
療
へ
の

関
心
を
持
ち
国
民
健
康
保
険
制

度
の
理
解
を
目
的
と
し
、
レ
セ

プ
ト
点
検
や
嘱
託
保
健
師
に
よ

る
、
頻
回
受
診
者
、
重
複
受
診
者
へ
の
受

診
指
導
を
実
施
し
節
減
効
果
あ
り
。

柔
道
整
復
師
会
の
事
業
参
入
を
他

自
治
体
で
は
実
施
さ
れ
て
い
る
が

管
内
で
は
未
実
施
。
厚
労
省
で
は

29
年
４
月
ま
で
の
経
過
措
置
を
設

け
、
各
自
治
体
に
応
じ
た
取
組
み
を
可
能
と

す
る
総
合
事
業
へ
移
行
さ
れ
、
中
部
広
域
連

合
で
は
事
業
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
策
定
委

員
会
に
お
い
て
、
柔
道
整
復
師
会
を
含
む
提

供
事
業
者
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
と
考
え
る
。

全
国
に
は
派
遣
事
業
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
一
定

期
間
の
「
身
の
ま
わ
り
」
を
始
め

「
生
活
必
需
品
」
の
買
い
物
な
ど

の
世
話
は
、
今
後
ニ
ー
ズ
が
増
え
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
、
実
施
に
向
け
検
討
す
る
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
市民福祉
部長

A
家永生活環
境推進室長

A
高平市民
福祉部長

A
市民福祉
部長

A
志岐健康
増進課長

A
健康増進
課長

A

教育長

A
市民福祉
部長

A
福祉事務
所長

A
福祉事務
所長

日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
水
道
で
あ
る
が
、
水
道
整
備

の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

全
国
的
に
老
朽
化
し
た
水
道
整

備
の
事
故
が
あ
っ
て
い
る
。
神

埼
市
内
の
水
道
設
備
の
更
新
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Q

質 問

Q

質 問

神埼市の水道の
老朽化対策はで
きているのか

医療行政および
子育て支援につ
いて

指
導
を
受
け
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
、
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
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市
が
設
置
し
て
い
る
監
視
カ
メ
ラ

は
、
脊
振
町
高
取
山
公
園
、
朝
日

橋
、
協
和
橋
、
直
鳥
橋
、
の
４
ヵ

所
で
、
国
交
省
で
設
置
さ
れ
て
い

る
監
視
カ
メ
ラ
が
、
日
出
来
橋
、
協
和
橋

付
近
の
２
ヵ
所
で
、
計
６
ヵ
所
で
、
河
川

の
状
況
を
監
視
し
て
い
る
。
現
在
ぶ
ん
ぶ

ん
テ
レ
ビ
内
で
も
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
一
つ

増
や
し
、
そ
の
増
や
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

防
災
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い
て
、
現
在
町
の
話
題

や
、
防
災
情
報
を
流
し
て
い
る
の
で
こ
ち

ら
の
ほ
う
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
松永総務
企画部長

一般質問

一般質問

木原　憲治

中野　　均

現
在
市
が
設
置
し
て
い
る
城
原

川
の
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
と
、

国
土
交
通
省
が
本
庁
前
に
設
置

し
て
い
る
映
像
を
併
せ
て
、
ぶ
ん
ぶ
ん
テ

レ
ビ
で
防
災
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
24
時
間

放
映
で
き
な
い
か
、
ま
た
映
像
の
下
部
に

文
字
情
報
と
し
て
気
象
情
報
、
道
路
交
通

情
報
、
火
災
情
報
、
気
象
特
別
警
報
、
Ｊ

Ｒ
運
行
状
況
等
テ
ロ
ッ
プ
で
流
せ
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
。

答
弁
を
聞
く
と
、
具
体
的
な
取

り
組
み
は
一
つ
も
で
て
こ
な

い
。
特
に
関
係
者
・
周
辺
の
同

意
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
が
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

水
資
源
機
構
大
詫
間
幹
線
水
路

か
ら
高
田
樋
管
ま
で
排
水
路
と

し
て
利
用
し
て
い
る
認
可
区
域

全
国
で
は
消
防
団
員
の
７
割
超

が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
昼
火
事
に

出
動
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
、

昼
間
の
火
災
時
の
空
白
の
時
間
を
カ
バ
ー

す
る
為
、
県
庁
内
や
佐
賀
市
役
所
内
に
職

員
に
よ
る
消
防
団
支
部
が
結
成
さ
れ
た

が
、
本
市
に
お
い
て
設
置
す
る
計
画
は
あ

る
の
か
。

６
月
市
議
会
後
の
葬
祭
公
園
整
備

計
画
の
進
捗
状
況
と
関
係
集
落
と

の
対
応
と
今
後
の
進
め
方
、
対
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の
か
。

ク
リ
ー
ク
防
災
機
能
保
全
対
策

工
事
費
の
事
業
費
を
「
の
り
面

崩
壊
」
が
大
き
く
危
険
な
箇
所

に
振
り
向
け
る
よ
う
な
柔
軟
な
対
応
を
。

全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
消

防
団
員
を
、
地
域
で
応
援
し
、

士
気
の
向
上
を
図
る
優
遇
制
度

の
計
画
が
あ
る
の
か
。

こ
の
水
路
は
、
下
六
丁
、
横
武
、

本
告
牟
田
、
高
田
の
圃
場
整
備

事
業
で
実
施
し
た
重
要
な
最
末

端
の
排
水
路
で
、
広
域
的
な
排

水
機
能
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
隣
接
す
る

土
地
に
対
し
て
は
浸
水
等
の
被
害
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。

御
指
摘
の
よ
う
な
大
規
模
か
つ

緊
急
を
要
す
る
の
り
面
崩
壊
や

陥
没
等
の
事
案
が
発
生
し
た

ら
、
早
急
に
実
施
に
向
け
て
県

に
要
望
し
て
い
く
。

８
月
29
日
に
実
施
さ
れ
た
跡
地

対
策
委
員
会
の
役
員
会
で
の
基

礎
調
査
の
状
況
、
協
議
内
容
、

進
捗
状
況
等
の
確
認
を
行
な
っ

て
い
る
。今

、
地
区
の
外
周
、
凹
凸
部
分

す
ら
明
確
で
な
い
の
で
、
土
地

調
査
・
測
量
を
さ
せ
て
頂
き
、

配
置
計
画
案
が
出
来
た
ら
、
皆

さ
ま
方
に
説
明
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

今
の
と
こ
ろ
市
役
所
内
に
消
防

団
支
部
は
設
置
し
て
い
な
い

が
、
市
職
員
の
入
団
率
は
係
長

以
下
級
で
、
73
・
６
％
で
、
火

災
時
に
は
出
動
し
て
、
地
区
の
消
防
と
一

緒
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

市
だ
け
で
な
く
、
現
在
佐
賀
県

消
防
協
会
が
主
導
と
な
り
県
内

の
飲
食
店
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
優
遇
制
度
に
取
り
組
ま

れ
て
い
て
、
本
市
に
お
い
て
も
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
宇曽谷産業
建設部長

A
産業建設
部長

A
松永総務
企画部長

A

市長

A
総務企画
部長

A
総務企画
部長

防災チャンネル
の設置について

葬祭公園整備計
画の対応につい
て

そ
の
他
の
質
問

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
・
国
際
国
内
交
流
事
業
に
つ
い
て

・
景
観
条
例
・
迷
惑
条
例
設
置
に
つ
い
て

・
雇
用
促
進
住
宅
の
今
後
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

ク
リ
ー
ク
機
能
保
全
対
策
に
つ
い
て

外
の
水
路
整
備
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

認可区域外の排水路（高橋付近）
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一般質問

一般質問

廣瀧　恒明

田原　和幸

竹
原
地
区
に
鎮
座
ま
し
ま
す
王

仁
天
満
宮
の
王
仁
博
士
、
そ
の

功
績
、
顕
彰
の
公
園
整
備
を
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
取
組
を
市

内
外
に
周
知
を
図
る
こ
と
も
早
急
に
必
要

だ
。
現
状
は
。

霊
岩
郡
で
若
い
新
郡
主
か
ら
気
持

ち
の
い
い
接
遇
を
受
け
、
新
展
開

が
生
ま
れ
る
予
感
が
し
た
が
。

王
仁
博
士
の
周
知
、
公
園
整
備

の
周
知
ツ
ー
ル
に
、
ワ
ニ
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
作
成
を
提
案
す
る
。

偉
人
に
失
礼
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
が
、
視
覚
的
に
ワ
ニ
、
ク
ロ
コ
ダ
イ

ル
を
連
想
さ
せ
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
を
活
用
し
て
は
。

神
埼
市
は
、
東
洋
経
済
新
報
社

に
よ
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
は
、
総
合
評
価
九
州
第

５
位
、
ま
だ
上
が
る
余
地
は
あ
る
が
…
。

昨
年
６
位
、
本
年
５
位
の
発
表
、

十
周
年
を
迎
え
る
に
当
り
素
晴

ら
し
い
成
果
だ
と
思
う
。
今
、

九
州
ナ
ン
バ
ー
５
と
い
う
の
が
神
埼
市
民

で
協
働
し
た
ブ
ラ
ン
ド
だ
。
そ
の
ブ
ラ
ン

ド
を
み
ん
な
で
背
負
っ
て
い
る
事
を
、
共

有
共
感
す
る
様
に
、
市
役
所
に
垂
れ
幕
を

下
げ
て
も
い
い
し
、
例
え
ば
、
名
札
や
名

刺
に
『
目
指
せ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
（
現
在
５

位
）』
と
か
、
窓
口
に
大
き
く
表
示
す
る

と
か
。
こ
の
様
な
事
で
職
員
や
市
民
福
祉

部
長
も
自
覚
や
誇
り
を
持
ち
、
外
か
ら
来

る
人
と
の
話
題
に
も
な
る
。「
現
在
第
５

位
」
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
発
信
力
、
誇
ら
し

く
や
っ
て
欲
し
い
。

本
市
に
お
い
て
は
、
近
隣
市
町

と
と
も
に
佐
賀
北
部
地
域
有
害

鳥
獣
広
域
対
策
協
議
会
が
設
立

さ
れ
て
お
り
適
正
か
つ
円
滑
な

駆
除
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
イ
ノ
シ
シ

捕
獲
に
つ
い
て
は
、
農
作
物
被
害
の
防
止

を
図
る
た
め
、
猟
友
会
に
よ
る
銃
、
ワ
ナ

等
に
よ
る
駆
除
と
あ
わ
せ
、
法
改
正
で
緩

和
さ
れ
た
内
容
の
周
知
を
図
り
、猟
友
会
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
捕
獲
を
強
化
し
捕
獲
数

の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。

中
山
間
集
落
は
、
農
業
者
の
高

齢
化
に
伴
う
営
農
意
欲
の
減

退
、
農
地
の
遊
休
化
に
よ
り
集

落
の
活
力
低
下
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
集
落
協
定
で
放
棄
地
防
止
は
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
又
農
作
業
受
託

組
織
の
育
成
も
あ
る
、
条
件
が
悪
い
ほ
場

の
ま
ま
で
な
く
、
整
備
を
行
う
事
も
必

要
、
限
界
集
落
と
な
る
前
に
地
域
と
話
し

合
い
、
具
体
的
行
動
を
取
っ
て
行
く
、
市

と
し
て
も
支
援
を
行
い
た
い
。

地
域
ぐ
る
み
で
の
対
策
で
、
防

止
棚
の
点
検
又
国
、
県
の
補
助

を
活
用
し
、
被
害
の
拡
大
防
止

を
図
っ
て
行
き
た
い
。

平
成
13
年
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
主
催

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
延
べ

３
万
人
が
神
社
を
訪
れ
、
毎
年

増
加
の
一
途
で
す
。
こ
れ
に
は

竹
原
地
区
皆
様
が
自
主
的
に
「
お
も
て
な

し
」
を
行
っ
て
頂
き
、
年
々
内
容
も
充
実

し
評
判
が
い
い
の
も
一
因
か
と
。
又
、
近

年
韓
国
か
ら
の
お
客
様
も
増
加
し
て
い
ま

す
。

市
民
と
思
い
を
共
有
で
き
れ
ば

有
難
い
。
今
、
自
己
Ｐ
Ｒ
時
代

で
あ
り
、
試
み
て
み
た
い
。

顕
彰
公
園
整
備
に
非
常
に
興
味

を
持
た
れ
、
今
迄
以
上
、
一
層

交
流
を
深
め
た
い
と
合
意
し
た
。

総
合
的
に
検
討
し
て
進
め
た
い
。

公
的
統
計
を
基
に
、
５
つ
の
観

点
か
ら
、
15
指
標
を
平
均
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

九
州
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
す

気
構
え
で
市
政
運
営
に
取
り
組
み
た
い
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A

市長

A
宇曽谷産業
建設部長

A
産業建設
部長

A
古川商工
観光課長

A

市長

A

市長

A

市長

A
松永総務
企画部長

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
が
年
々
増
加
し
、
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
は

①
生
息
域
の
拡
大
②
ハ
ン
タ
ー

の
高
齢
化
・
減
少
③
過
疎
化
、
高
齢
化
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
で
あ
り
、
農
山

村
の
構
造
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
増

加
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
減
ら
す
抜
本
的
な
対

策
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

過
疎
化
に
よ
る
人
口
減
少
で
、

水
田
、
畑
は
管
理
が
不
充
分
と

な
り
、
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し

て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
が
増
加
し

イ
ノ
シ
シ
が
道
路
の
路
肩
、
畦

畔
、
山
を
掘
り
起
し
、
掘
り
起

こ
し
、
岩
石
土
砂
が
散
乱
、
土

砂
災
害
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
、
そ
の
防
止
対
策
は
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

〝暴れん坊〟イ
ノシシの駆除対
策捕獲の強化に
ついて

合併 10 周年を
迎えるに当り、
発信力の向上策
について

て
、
農
作
物
の
被
害
が
拡
大
す
れ
ば
営
農

意
欲
が
減
退
し
て
放
棄
地
が
拡
大
、
悪
循

環
と
な
り
、
山
間
・
山
麓
地
域
は
壊
滅
的

な
状
況
と
な
る
、
耕
作
放
棄
地
防
止
対
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

そ
の
他
の
質
問

・
改
正
鳥
獣
保
護
法
に
基
く
今
後
の
対
策

に
つ
い
て

・
難
病
患
者
へ
の
医
療
費
助
成
対
象
の
拡

大
は
（
難
病
関
連
２
法
難
病
医
療
・
児

童
福
祉
法
）
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一般質問

一般質問

原　　信義

西原　正剛

８
月
の
広
島
市
土
砂
災
害
は
甚

大
な
被
害
を
出
し
た
。
こ
こ
か

ら
教
訓
を
学
び
、
災
害
に
強
い

神
埼
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
急
が
れ
て
い

る
。
本
市
の
土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る
警

戒
区
域
指
定
は
ど
う
か
。

新
聞
報
道
で
は
「
避
難
勧
告
、

動
か
ぬ
住
民
」
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
危
険
性
が
関
係
住
民
に

徹
底
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

脊
振
の
宅
地
開
発
地
区
、
い
わ

ゆ
る
１
０
０
円
住
宅
団
地
の
災

害
は
大
丈
夫
か
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
防
災
マ
ッ

プ
は
住
民
に
徹
底
し
て
い
る
の

か
、
改
善
の
必
要
は
な
い
か
。

市
が
管
理
責
任
を
も
つ
公
園
の

中
に
は
、
雑
草
の
生
い
茂
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
何
箇
所
も
あ
り
、

全
体
と
し
て
公
園
管
理
が
行
き
届
か
ず
、

仏
つ
く
っ
て
魂
入
れ
ず
の
状
態
。
樹
木
の

木
陰
も
な
い
公
園
は
、
公
園
と
言
え
な
い

の
で
は
な
い
か
。

日
の
隈
山
頂
上
の
Ｈ
Ｈ
Ｋ
等
市

有
地
貸
借
契
約
を
使
用
貸
借
か

ら
賃
貸
契
約
に
変
更
を
求
め
る
。

46
年
間
も
無
償
と
い
う
の
は
法
的
に
も
、

市
民
の
利
益
、
感
情
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
。

再
検
討
を
。

近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
梅
雨
の

長
雨
等
に
よ
り
西
郷
地
区
の
内

水
面
の
排
水
が
非
常
に
悪
く

な
っ
て
い
る
小
松
川
の
改
修
も
行
わ
れ
て

い
る
が
、
本
流
中
地
江
川
の
姉
川
橋
上
流

の
今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。Ｊ

Ｒ
上
流
の
改
修
予
定
は
い
ま

だ
に
あ
る
の
か
。

平
成
二
十
七
年
度
以
降
、
新
介

護
保
険
制
度
の
概
要
・
対
策
に

つ
い
て
、
介
護
認
定
度
３
以
上

の
対
処
施
設
は
神
埼
市
内
で
何
か
所
あ
っ

て
、
定
員
は
何
名
な
の
か
。

介
護
認
定
度
２
以
下
の
方
々
の

処
遇
・
対
処
は
。

土
砂
災
害
危
険
箇
所
３
０
２
ヵ

所
の
う
ち
警
戒
区
域
に
81
ヵ

所
、
特
別
警
戒
区
域
に
79
ヵ
所

指
定
さ
れ
て
い
る
。

４
ヵ
所
の
う
ち
グ
リ
ー
ン
原
中
原
、

リ
バ
ー
サ
イ
ド
池
の
平
の
２
ヵ
所

（
23
戸
が
対
象
）
の
警
戒
区
域
等
の

指
定
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
19
年
６
月
と

平
成
25
年
に
全
戸
配
布
し
て
い

る
。
今
後
も
防
災
訓
練
な
ど
を
通

じ
て
周
知
徹
底
を
行
っ
て
い
く
。

警
戒
区
域
指
定
で
土
地
利
用
に
制

限
、
経
験
不
足
に
よ
る
危
険
性
の

実
感
不
足
、
土
砂
災
害
に
関
す
る

技
術
者
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。

地
元
住
民
を
対
象
と
し
た
公
園

の
一
部
に
は
日
陰
と
な
る
施
設

や
高
木
植
栽
等
が
少
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
今
後
適
切
な
管

理
に
努
力
。常

に
考
え
る
こ
と
が
仕
事
な
の

で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
（
再
検

討
）
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

中
地
江
川
改
修
に
つ
い
て
は
、

東
部
土
木
事
務
所
に
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
姉
川
橋
よ
り
上
流
の
区

間
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
佐
賀

国
道
事
務
所
で
進
め
ら
れ
て
い
る
姉
川
橋

橋
梁
工
事
が
完
了
後
、
平
成
二
十
八
年
度

か
ら
上
流
部
の
河
川
工
事
に
着
手
す
る
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
鉄
道
橋
か
ら

上
流
の
区
間
の
改
修
計
画
は
な

い
と
聞
い
て
い
る
が
上
流
に
お

い
て
た
び
た
び
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
は
、
河
川
管
理
者
で
あ

る
県
も
十
分
認
識
し
て
い
る
。
浸
水
被
害

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
り
、

市
内
に
は
３
施
設
が
設
置
さ
れ
て

い
て
、
定
員
は
い
ず
れ
の
施
設
も

50
名
、
す
べ
て
万
床
と
聞
い
て
い

る
。

現
在
、
要
介
護
１
・
２
の
状
態
で

入
所
さ
れ
て
い
る
方
も
し
く
は
、

要
介
護
３
以
上
の
方
が
１
・
２
に

改
善
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
引

き
続
き
継
続
入
所
を
可
能
に
す
る
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
宇曽谷産業
建設部長

A
産業建設
部長

A
松永総務
企画部長

A
産業建設
部長

A
産業建設
部長

A

松本市長

A
宇曽谷産業
建設部長

A
産業建設
部長

A
園田福祉
事務所長

A
福祉事務
所長

市
内
公
園
に
も
っ
と
予
算
を
投

じ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
よ
り
ま

で
利
用
し
や
す
い
公
園
へ
！

広島市の土砂災
害から教訓を学
び、災害に強い
まちづくりを

中地江川改修に
ついて

の
不
安
を
一
刻
も
早
く
解
消
出
来
る
よ
う

上
流
部
の
早
期
の
事
業
着
手
を
要
望
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
合
併
優
遇
普
通
交
付
税
減
額
に
伴
う
経

費
削
減

・
公
園
管
理
費
等
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市政を問う！《市民の声を》

一般質問

野口　英樹

不
祥
事
を
起
こ
し
た
職
員
の
懲

戒
は
、
き
ち
ん
と
厳
し
く
す
る

の
が
基
本
で
す
。
懲
戒
免
職
の

権
限
は
市
長
に
あ
り
、
個
々
の

事
情
を
踏
ま
え
て
、総
合
的
に
考
慮
の
上
、

判
断
し
て
い
る
。

佐
賀
県
教
育
委
員
会
か
ら
の
教

職
員
の
服
務
規
律
の
保
持
の
通

知
を
受
け
、
信
用
失
墜
行
為
、

特
に
飲
酒
運
転
等
が
な
い
よ
う

に
、
校
長
・
教
頭
研
修
会
で
指
示
し
、
毎

月
の
研
修
会
で
も
指
導
を
重
ね
、
夏
季
休

業
前
に
も
佐
賀
教
育
委
員
会
か
ら
の
通
知

を
受
け
、
厳
重
に
指
導
を
し
て
い
た
。
ま

た
、
各
校
の
取
組
み
と
し
て
、
飲
酒
運
転

撲
滅
実
践
計
画
の
作
成
と
本
人
の
飲
酒
撲

滅
の
誓
い
、
教
職
員
の
服
務
規
律
の
保
持

に
つ
い
て
の
和
読
、（
飲
酒
を
伴
う
会
合

は
原
則
と
し
て
休
日
前
に
行
う
）・（
22
時

ま
で
に
飲
酒
の
会
合
を
終
了
す
る
）・（
公

共
交
通
機
関
や
代
行
運
転
利
用
を
確
認
す

る
）・（
翌
朝
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て
い
る

場
合
は
運
転
を
し
な
い
）
こ
う
い
っ
た
こ

と
を
取
り
決
め
て
い
た
。

全
職
員
に
対
し
朝
礼
や
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
の
掲
示
板
等
で
注
意
喚
起

を
行
い
、
常
に
公
務
員
で
あ
る
こ

と
の
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
行
動

す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
18

年
８
月
の
福
岡
市
職
員
の
飲
酒
運
転
で
幼

児
３
人
を
死
亡
さ
せ
る
事
故
後
、
市
職
員

の
交
通
違
反
に
対
す
る
懲
戒
処
分
に
関
す

る
基
準
を
見
直
し
、
酒
気
帯
び
運
転
や
飲

酒
運
転
の
車
に
同
乗
し
た
と
き
も
、
酒
気

帯
び
運
転
と
同
じ
く
免
職
処
分
と
す
る
な

ど
、
飲
酒
運
転
を
行
っ
た
場
合
等
の
懲
戒

処
分
の
基
準
を
厳
し
く
改
正
し
た
。

A

副市長

A
平方
教育部長

A
総務企画
部長

８
月
22
日
に
市
内
の
中
学
校
に

勤
務
す
る
教
職
員
が
酒
気
帯
び

運
転
の
現
行
犯
で
逮
捕
さ
れ
る

事
案
が
発
生
し
た
が
、
教
育
委

員
会
及
び
市
職
員
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

指
導
を
さ
れ
て
い
た
の
か
。

市
職
員
の
交
通
違
反
に
対
す
る

懲
戒
処
分
に
関
す
る
要
綱
第
８

条
（
減
免
規
定
）
①
事
故
の
発

生
原
因
及
び
発
生
状
況
、
②
市

に
与
え
た
損
害
の
程
度
③
刑
事
処
分
の
有

無
及
び
量
刑
④
本
人
の
事
故
歴
、
違
反
前

歴
及
び
平
常
の
勤
務
成
績
な
ど
や
非
行
為

後
の
対
応
と
あ
る
が
、
減
免
規
定
と
言
う

甘
い
規
定
が
あ
る
か
ら
飲
酒
運
転
は
無
く

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Q

質 問

Q

質 問

飲酒運転をなく
すために

そ
の
他
の
質
問

・
地
区
内
の
水
路
・
堀
の
環
境
と
の
り
落

ち
に
つ
い
て

７月１日～２日
　　　　　防衛省全国情報施設協議会役員会（宮古島市）
７月３日　全員協議会
７月11日　議会広報編集特別委員会
７月16日　総務常任委員会
７月18日　文教厚生常任委員会
７月18日　議会広報編集特別委員会
７月25日　文教厚生常任委員会視察研修（武雄市武内

小学校）
７月25日　議会広報編集特別委員会
７月30日　総務常任委員会
７月31日～８月１日
　　　　　防衛省全国情報施設協議会総会（東京都）
８月１日　佐賀県市議会議員研修（唐津市）
８月４日　産業建設常任委員会
８月７日　全員協議会
８月18日～ 19日
　　　　　議会運営委員会視察研修（兵庫県小野市・

大阪府高石市）
８月21日　総務常任委員会
８月25日　文教厚生常任委員会

８月25日　議会運営委員会
８月26日～ 28日
　　　　　議会報告会（脊振町・神埼町・
　　　　　千代田町）
８月28日　産業建設常任委員会
９月５日～ 24日
　　　　　第３回定例会
９月10日　議会広報編集特別委員会
９月17日　予算特別委員会
９月18日　文教厚生常任委員会
９月18日　産業建設常任委員会
９月18日　文教厚生常任委員会
９月18日　産業建設常任委員会
９月19日　総務常任委員会
９月19日　議会改革検討特別委員会
９月19日　総務常任委員会

11月６日～ 11月14日　決算特別委員会予定
11月10日　議会改革検討特別委員会　分科会
　　　　　開催予定

《議会の動き》

《議会のこれからの動き》
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編
集
後
記

　

収
穫
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

の
夏
は
、
長
雨
と
低
温
で
米
、
大
豆
、
野

菜
等
の
収
穫
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、

皆
様
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

米
の
収
穫
後
は
、
麦
の
種
蒔
き
等
で
大

変
忙
し
い
時
期
に
な
り
ま
す
が
、
体
調
に

気
を
つ
け
て
農
作
業
を
行
な
っ
て
下
さ
い
。

　

さ
て
、
二
年
ぶ
り
の
広
報
編
集
委
員
と

な
り
ま
し
た
が
、
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、

写
真
や
カ
ッ
ト
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
多
く

取
り
入
れ
て
、
見
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の

編
集
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
を
聞

か
せ
て
下
さ
い
。 

（
記　

中
野　

均
）

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

野
副　

昭

副
委
員
長　

中
野　
　

均

委
　
　
員　

西
原　

正
剛

委
　
　
員　

野
口　

英
樹

委
　
　
員　

山
口　

義
文

委
　
　
員　

佐
藤　

知
美

議会改革検討特別委員会

　市民の付託に応えられる議会
活動、議員活動の実現を目指し、
議会改革に関する事項の調査・
検討を実施します。

委員長　山口　義文 副委員長　松本　軍二

議会改革検討特別委員会（小委員会委員）
役職 氏　名 役職 氏　名
委員 山口　義文 特別委員会委員長 委員 松本　軍二 特別委員会副委員長

〃 白石　昌利 議会運営委員会
委員長 〃 山田　一明 議会運営委員会

副委員長
〃 中野　　均 第１分科会会長 〃 田原　和幸 第１分科会副会長
〃 廣瀧　恒明 第２分科会会長 〃 野副　 昭 第２分科会副会長

議会改革検討特別委員会（分科会会員）

（第１分科会） （第２分科会）
役　職 氏　　名 役　職 氏　　名
会　長 中野　　均 会　長 廣瀧　恒明
副会長 田原　和幸 副会長 野副　 昭

会　員 藤瀬　光正　　野口　英樹
白石　昌利　　山田　一明
山口　義文　　木原　憲治
松本　軍二　　福田　淸道

会　員 西原　正剛　　宮地　　明
簑原　　忍　　原口ひさよ
永沼　　彰　　佐藤　知美
片江　　護　　原　　信義

全国火災予防運動


